
　

四
月
〜
大
江
山
地
域
の
茶
の
間

　
　
　

（ 

大
江
山
荘
・
大
渕
荘
で
隔
月
に

開
催)

　
　
　
　

 

大
江
山
地
区
あ
い
さ
つ
運
動
の

実
施

　

六
月　

広
報
誌
第
二
十
一
号
の
発
行

　

八
月　

区
長
懇
談
会
の
開
催

　

九
月　

 
大
江
山
地
区
あ
い
さ
つ
運
動
の

実
施　
　
　

　

十
月　

合
同
防
災
訓
練
の
実
施

　
　
　
　

大
江
山
縄
文
市
の
開
催

　
　
　
　

 

お
早
う
朝
ご
は
ん
料
理
講
習
会

＆
ミ
ニ
講
話
の
開
催

　
　
　
　

広
報
誌
二
十
二
号
の
発
行

十
一
月　

 

大
江
山
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典

十
二
月
・
一
月
お
茶
の
間
（
餅
つ
き
）

　

二
月
・
三
月
大
江
山
の
お
茶
の
間

　
　
　
　

水
都
家
艶
笑
の
落
語
口
演

　

三
月　

 

横
越
島
と
大
江
山
地
区
の
講
演

会　

　
　
　
　

広
報
誌
二
十
三
号
の
発
行

　　

大
江
山
地
域
学
習
会
は
、
大
江
山
の
こ

と
を
も
っ
と
知
り
た
い
・
学
び
た
い
、
こ

ん
な
思
い
を
も
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
、
昨
年
の
一
月
に
設
立
さ
れ
た
会
で

す
。

　

現
在
、
会
員
は
三
十
三
名
で
、
月
一

回
、
第
二
土
曜
日
の
午
後
に
集
ま
り
、
大

江
山
の
歴
史
や
文
化
等
を
、
講
師
を
招
い

て
お
話
を
お
聞
き
し
た
り
、
館
外
研
修
を

行
っ
た
り
し
て
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　

二
十
八
年
度
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

二
月
は
、
酒
井
和
男
氏
を
お
招
き
し

て
、
「
大
江
山
の
遺
跡
」
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
三
月
は
、
公
民
館
と
の
連
携
事

業
で
、
金
森
敦
子
氏
か
ら
「
大
江
山
の
歴

史
」
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

四
月　

沢
海
地
区
の
街
歩
き

　
　

五
月　

江
口
地
内
の
街
歩
き

　
　

六
月
〜
十
一
月　

　

杉
山
節
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
大
江
山

の
歴
史
の
学
習
や
茗
荷
谷
地
区
の
街
歩
き

を
行
い
、
三
月
に
は
公
民
館
と
の
連
携
事

業
の
「
横
越
島
と
大
江
山
地
区
」
と
題
と

講
演
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

二
十
九
年
度
も
講
師
を
招
い
て
の
講
演

や
街
歩
き
等
の
内
容
で
活
動
を
行
う
予
定

で
す
。

　

年
会
費
は
千
円
で
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ

ん
も
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
後
、
大
江
山
地
域
学
習
会
で
は
、
昔

の
写
真
や
地
域
の
記
録
を
残
し
て
い
く
活

動
も
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
昔
の
写
真

や
古
文
書
等
の
記
録
を
デ
ー
タ
ー
と
し
て

提
供
で
き
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
事

務
局
や
会
員
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
る
と

あ
り
が
た
い
で
す
。

 

（
文
責　

事
務
局　

田
村
智
江
）

◉
主
な
活
動
◉

◉ 

大
江
山
地
域

 

学
習
会
の
紹
介
◉
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十
一
月
三
日
文
化
の
日
に
大
江
山
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
大
江
山
地
区
「
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
絵
や
写
真
、
生
け
花
等
の
展

示
や
ホ
ー
ル
で
は
抹
茶
の
接
待
、
健
康
相
談
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
育
館
で
は
、
大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
ハ

ワ
イ
ア
ン
等
の
歌
や
踊
り
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
保

育
園
の
幼
児
も
歌
や
踊
り
を
披
露
い
た
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
十
七
日
（
土
）
に
丸
山
公
会
堂
で
餅
つ

き
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◉
地
域
の
お
茶
の
間
◉

 

（
丸
山
公
会
堂
）

◉
大
江
山
文
化
祭
◉



　

一
月
二
十
一
日
（
土
）
に
大
渕
荘
で
餅
つ
き
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
臼
や
杵
を
使
っ
た
餅
つ
き
は
珍

し
く
、
子
供
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
参
加
し
て
い
ま

し
た
。

  　

つ
き
あ
が
っ
た
餅
、
あ

ん
こ
餅
と
き
な
こ
餅
を
ト

ン
汁
と
と
も
に
皆
さ
ん
お

い
し
く
食
べ
て
い
ま
し

た
。

お茶の間での落語等（大江山荘）

◉
地
域
の
お
茶
の
間
◉

 

（
大
渕
荘
）

お茶の間での落語等（大江山荘）お茶の間での落語等（大江山荘）お茶の間での落語等（大江山荘）



　

大
江
山
出
身
の
芸
術
家
と
し
て
、
越
佐
書

画
名
鑑
（
新
潟
県
美
術
商
組
合
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
日
本
画
、
洋
画
、
書
の
中
で
、
日

本
画
の
神
林
玉
葉
（
江
口
三
百
地
）
や
和
田

大
明
（
北
山
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
大
明

は
明
治
二
十
六
年
（
１
８
９
３
）
北
山
に
生

ま
れ
、
名
は
留
次
と
い
っ
た
。
大
坪
正
義
か

ら
土
佐
絵
を
学
び
小
林
古
径
に
師
事
し
、
特

に
鯉
を
多
く
描
い
た
。

（
前
述
の
名
鑑
か
ら
抜
粋
）
盆
栽
を
趣
味
と

し
て
書
画
骨
董
の
鑑
識
眼
を
有
し
た
。
又
、

座
談
の
上
手
な
人
で
、
酒
豪
で
な
か
っ
た
が

酒
が
好
き
で
、
酔
う
ほ
ど
に
気
炎
が
あ
が
っ

た
。
号
と
し
て
は
、
「
義
起
」
「
北
山
」

「
大
義
自
明
」
「
大
明
」
な
ど
が
あ
る
。
画

題
は
、
鯉
主
と
し
て
鮎
、
富
士
、
松
な
ど
の

山
水
、
梅
桜
竹
等
の
花
樹
、
鳥
や
犬
猫
な
ど

の
動
物
あ
る
い
は
歴
史
画
と
幅
広
い
。
近
郷

に
保
存
さ
れ
て
い
る
作
品
は
「
大
明
」
が
多

い
。
昭
和
二
十
八
年
に
心
臓
麻
痺
で
突
然
の

死
去
と
な
っ
た
。
（
「
新
潟
県
文
人
研
究
」

郷
土
の
日
本
画
家　

和
田
大
明
に
つ
い
て　

著
者　

和
田
和
之　

よ
り
抜
粋
）

（大明　鯉　　　個人蔵）

◉
大
江
山
の

 

芸
術
家
の
紹
介
◉

（大明　鯉　　　個人蔵）

編  

集  

後  

記

編  

集  

後  

記

（
留
次
　
シ
ャ
モ
　
個
人
蔵
）

・ 

今
回
の
広
報
誌
の
発
行
は
二
十
八
年
度
三
回
目
と

な
り
ま
し
た
。

　

 　

今
後
は
発
行
回
数
を
増
や
し
地
域
の
行
事
等
も

含
め
コ
ミ
協
の
活
動
や
地
域
で
う
ず
も
れ
て
い
る

資
料
・
写
真
な
ど
を
発
掘
し
な
が
ら
掲
載
し
、
さ

ら
な
る
誌
面
の
充
実
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

・ 

今
年
で
十
一
回
目
と
な
る
江
南
区
ふ
れ
あ
い
・
さ

さ
え
あ
い
交
流
事
業
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

日
時　

 

四
月
二
十
三
日
（
日
）
午
前
十
時
か
ら
午

後
二
時
ま
で

　

場
所　

 

亀
田
駅
前
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
会
場
及
び

亀
田
駅
周
辺

　

内
容　

 

か
ざ
ぐ
る
ま
、
プ
ラ
バ
ン
、
ち
ぎ
り
絵
、

施
設
製
品
販
売
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
盛

り
だ
く
さ
ん

・ 

大
江
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
活
動
も
会

員
・
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
予
定
さ
れ

て
い
た
事
業
が
計
画
通
り
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
文
責　

会
長　

熊
倉
宗
衛
）


